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妙な こと を 云 ふやう です が、 僕 は、 芝居 を 観に 行く 

たんびに、 「劇場の 空気」 とい ひます か、 あの 幕間の 数 

分 間が 醸し だす 見物 席 乃至 廊下の 雰囲気 を、 そんなに 

有難い もの だと は 思 はない のです。 出来る ことなら、 

た、 V 一人、 親しい 連れで も あれば、 その 連れと 二人で 

もい、、 どこか、 人 も 見えず、 人に も 見られな いやう 

な 一 隅 を 見つけ 出して、 次の 幕が あくまで、 今 見た ば 

かりの 舞台 を、 もう 一度 静かに、 頭の 中で 繰り返して 

見たい、 さう いふ 慾 望 を 制し 得ない のです。 

これ は 甚だ 間違った 了見 かも 知れません。 間違った 

了見と 云へば、 僕 は 先年、 イタ リイの 旅 を 終って パリ 



行 はれる 場所な のです。 

美しい 性の いは ゆる 「芝居 行きのお 化粧」 はま あ 別 

として、 「処 で、 今度 僕の 方の 会社で はね ：•：. 」 と 云つ 

た 話の 調子から、 「昨夕の 放送 曲目 は、 なつち やい ない 

ぢ やない か」 など、 いふ 物腰に 至る まで、 さて は、 「僕 

も 読んだ よ、 一寸い、 処が あるね、 あれなら まあ 褒め 

て やっても い、」 —— 「こ、 の 洋食 は 近頃う まくな つ 

たよ。 僕 は 認めて やる よ」 

の ぼ 

みんな、 少し づゝ、 上気せ るんで すね。 

が、 まあ、 それ もい、 としませ う。 



つた 方が い、。 話な ど はしなくても、 幕が 下りて、 たゾ、 

お 互 ひに 顔 を 見合 はせ た、 V けで、 「なるほど」 と 首肯き 

合へ る やうな 連れが 一 人 ほしい。 

パリの 劇場で、 幕間の 数 分 間 を、 さほど 不愉快に 思 

はずに 過せ た 劇場と 云へば、 まあ、 コメデ \ -— • デ- 

シ ヤン \ゼ リゼ ェの、 それ も 木曜の マチネで せう か。 

見物の 数 は 三 四十 人。 座席 は あれで 八 百 も ありまし 

たらう か。 ピトエフ 夫妻が、 死物 狂 ひの 舞台 を 見せて 

ゐる やうな 時でした。 

それ は、 今日の 築地 小 劇場と、 や、 似た 「客種」 で 



あつたせ いも あり、 それで ゐて、 あらゆる ジ エネ ラシ 

ヨン を 網羅し、 あらゆる 性が 略 ぼ 平等の 数 を 占めて ゐ 

たからで せう。 

幕間の 廊下 は、 恐ろしき までの 沈黙 を 守って ゐ まし 

た。 

ヴィ ユウ. コロン ビエの 幕間 も、 また、 特筆すべき 

もの、 一 つで せう。 

こっち は、 何しろ、 もう パリ 名物の 一 つで ある だけ 

に、 外国から、 わざわざ 見物に 来た、 さう いふ 連中が、 

あの 狭い 廊下で、 いろんな 色の 眼 をき よろ つかせて ゐ 



る。 

初日な ど は、 場所が 少ぃ お蔭で、 パリの 劇評 界をー 

眼で 見渡す ことができる。 

こ、 で、 一番 困る の は、 それと 相場の きまって ゐる 

アメリカの 「文学 老女」 とそれ を 取り巻く ス ノブの 群、 

これなら、 まだし も、 神経衰弱の 五百羅漢が、 薄暗い 

廊下の 隅に、 「此の 戯曲 は 抑 も 何 派な り や」 を考へ 悩ん 

でゐる わが 築地 小 劇場の 幕間 こそ、 世に も 尊き もので 

なければ なりません。 

国立劇場コメデ^ -— . フランセ ェズの 幕間 は、 それ 



と は 云 ふ もの、、 劇場の 舞台と 廊下と は、 その実 甚 

だ 交渉が 密接で ありま す。 

早い話が、 舞台で 悲劇 を やれば、 廊下の 空気 も 悲劇 

味 を 帯び、 喜劇 を やれば、 廊下の 空気 も 喜劇 味 を 帯び 

る。 表現 派の 戯曲 を 上演す る。 見物 は 表現 派の 表情で 

壁の 額 や 天井の ランプ を 見つめる。 立 廻り 劇と なると、 

食堂での 箸の 運びが、 どうも 穏 かでなくなる。 ラヴ- 

シ インの 後で は、 令嬢の 挨拶まで が、 なかなか しめ や 

かで ある。 



僕 は、 かう いふ 点で、 芸術的 感銘の 深い 舞台の 印象 

が、 その ま、 幕間の 雰囲気 を 形る やうな 劇場 を、 た y 

一 つ 東京に もちた く 思 ひます。 

そして、 希 はくば、 悲劇的な ると 喜劇 的なる と を 問 

はず、 その 雰囲気が、 できるだけ 快 朗性を 帯び、 一 種 

の 弾力 を 感ぜし める やうな 調子が あ つて ほしい。 

僕 は、 この 分で 行く と、 だんだん 芝居と いふ もの を 

観なくなる 恐れ (？) があります。 それと いふの が、 

舞台に は惹 きつけられても、 劇場に 怖ぢ 気がさす ので 

す。 幕間が つらい のです。 それなら、 幕間 だけ、 外に、 

通りに、 出て ゐれ ばい、 ぢ やない か。 さう です、 その 
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